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鬼城山整備委員会委員長
（元興寺文化財研究所長）

坪井清足さん
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文化財の復元工事は中世の山城が多いため山の上での仕事は慣れていま
すが、ここは別格。山の高さやすばらしい眺望には驚かされました。一
年のうち京都の工場で部材の加工に１/３、あとの２/３は日本全国の現
場に行きますが、やはり京都や奈良の出張が多いです。こんな太い柱を
扱うのは初めてですし、柱のうろこ状の表面加工（チョウナ仕上げ）を
するチョウナ、壁板の縦じま状の表面加工をする槍ガンナなどの工具を
使うこと自体がまれです。私自身も今回で２度目となります。１３００年
前には、車もクレーンも近代工具もなかった。どこからこんな大きな材
料を調達して、どうやってここまで運び、どのようにして加工したのか、
工事期間や人手などどれくらいかかったのかなど想像がつきません。そ
して、丹精こめて復元した西門の威容を見てロマンを感じて欲しいです。

１３００年前どうやって工事したのか想像がつきません

ここ鬼ノ城は、全国の神籠石式山城の中でも門が４か所確実に分かった
珍しい例で、調査も整備も進んでいる所の一つです。古代の文化財が大
事だといっても、なぜ大事なのか一般の人に分かってもらいにくいと思
います。山のふもとを走っている車からでも見えれば、あれは何だとい
うことになりますし、１３００年前の古代にこういうものが作られていた
ということが一目で分かります。西門や角楼、ガイダンス施設の完成で
初めて訪れる人にもイメージがわきやすくなったのではないでしょう
か。やはり、ここに吉備の文化があったんだということを、こういうも
のを作ってでも伝えていかなければなりません。整備はここで一つの区
切りがつきましたが、まだまだロマンは多いですね。兵舎がどこにある
かさえわかっていませんし、今明らかなのは外郭と倉庫だけですから。

ここに吉備文化があったことを伝える必要があります

蘇る鬼の居城・鬼ノ城
温羅は岩を積み　砦を造り　城を築いた
この城から眼下に栄える吉備の国を
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４
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チョウナ（右）
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